
図があるととてもみやすい
実験のことについて書くなら，実験条件とか⼿順もあると良い
デモがあるなら，それを⾒せてもらえるとみんなわかりやすい
（電源ないかもしれないけど）
実験までできてないならどんな実験をするのかプランを書こう
枠を作ってもいいけど，できるだけ正⽅形に近い形にするとわか
りやすい．
⼝頭で説明することの⼀部を書いておくといいかも
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今後の課題 予備実験を基に推薦アルゴリズムを作成
• ユーザ同士の評価による推薦（いいね！などの評価）
• 単元ごとの理解度を関係マトリクスで構造化する
• 理解度ベクトルを生成しコサイン類似度から類似ユーザを取り出す

背景：教え合い学習により，自分の理解を再確認する事ができる

問題：普段の人間関係などが要因しキッカケなしには行われづらい

目的：学習者推薦によりキッカケを与えて聞きづらさを緩和し
理解度の再確認支援に繋げる

わからないところが
あるから教えてくれ！いいよ!

あれ，これって結局どう
いうことだったっけ？

こういうこと
だったのか！

1

理解度の計測と推薦

属性値の付与

1. 確認問題から単元ごとの正解率を算出
2. 自己評価から属性値を単元ごとに付与
3. 正解率と属性値から理解度ベクトルを生成
4. 教師型ユーザと生徒型ユーザに分類
5. 理解度ベクトルの類似度が近い学習者を推薦

属性値 0 1 2
問題が
解けた × ○ ○
教えられ
る × × ○

• 「教えられる」か「教えられない」から属性値を付与
• 属性値2のユーザを属性値0のユーザに対して推薦

生徒型ユーザ：
教え合いをした単元の問題を再度解き直し
教え合い前との差異を測る

教師型ユーザ：
生徒型ユーザが理解できたかにより評価
• 理解できていれしっかり本人も理解できている
• 理解できていなければ本人は理解できていな
いかもしれない

正解！

あなたの回答：イ

明日わからない子に教えてあげよ
う！どんとこい！ もっと練習してから！

××さんが以下の範囲で困っています。
明日聞きに来るかもしれません。

問題を見る

スライドを見る

問題に正解した場合
教えられるかを判断

教える内容について復習を
促して予め知らせる

AVL木が理解できていないみたいですね
〇〇さんなら解決してくれるかもしれません

明日聞いてみる もう少し自分で考える

あなたの回答：ウ

残念

〇〇さんに聞いてみましたか？

聞いてみた！

まだ聞いていない

間違えた場合は教えて
もらうか否かを判断

教え合いをしたかを確認し
理解度を再確認する

教え合い

属性値2：解けるかつ教えられる

属性値1：解けるが教えられない

属性値0：解けないし教えられない

授業スライドで復習し
てから確認問題を解く

教師型ユーザ

生徒型ユーザ

問題の解き直しと
理解の自己評価を行う

1. コンテンツ上で問題を解き，単元に対する理解を測る

2. 理解度と属性値から教師型ユーザと生徒型ユーザに分類

3. 教え合いをした結果，生徒型ユーザの理解度を再度測る

4. 生徒型ユーザの理解度の変化を用いて教師型ユーザを評価

理解できた！

理解できない

理解できない

システムの流れ

教えたユーザの理解度を
自分の理解度として評価

お互いへの通知後
教え合いを行う

理解度の再確認支援

理解度の評価

理解度の確認：コンテンツ上で解く問題の正誤を通して行う
理解度の再確認：教え合いを通して本当に理解しているかを確認
この二つを行うことによりユーザの単元に対する理解を深める

• ユーザの行動の目的は他のユーザに理解させること
• 研究としての目的は，教え合いによって自信が理解できていない
箇所を発見すること

• コンテンツの目的は教え合いを行うキッカケ与えるためにユーザ推
薦を行い，教え合いをしやすい環境を整えること

ユーザの理解を再確認するために教え合いを行い評価する
理解度に基づいたユーザ推薦を行い，キッカケを与える


